
・春どり栽培の現在の主要品種｢けんたろう｣は、果実品質が良く市場で高く評価されています。
一方、収量が不十分とされ、改善が強く求められています。

・いちごの収穫作業は手間がかかりますが、産地では高齢化が進み、作業の省力化が課題となっています。

北海道の新しい春どりいちご「空知35号」

果実が大きく多収で、さらに収穫作業の省力化も見込まれる新品種を開発しました

道総研 農業研究本部 花・野菜技術センター

背 景

成 果

期待される効果

○｢けんたろう｣並の果実品質を有する多収品種で、収穫作業の省力化にも貢献できるため、全道の
春どり栽培面積の5割に相当する18haに普及が見込まれます。

○春どりいちご栽培の収益向上と安定供給、府県産との競争力強化に寄与します。

共同研究機関：上川・道南・北見農業試験場、協力機関：胆振・上川・網走農業改良普及センター

経常研究

｢けんたろう｣より果実が大きく、規格内収量が やや多いです。1

果実外観および食味の総合的な
評価は｢けんたろう｣と同等です。

規格外の小果数が少ないため、
収穫作業の省力化が見込まれます。
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収量・一果重の比較

新品種｢空知35号｣を開発しました

規格内の割合の比較
* 甘味、酸味、硬さ、香りなどにより総合的に評価。

5：良～3：けんたろう並～1：不良。

糖度 酸度 食味

(Brix,%) (%) 総合 *

空知35号 9.1 0.47 3.1

けんたろう 9.4 0.47 3.0
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地方独立行政法人 北海道立総合研究機構

問い合わせ：道総研 花・野菜技術センター 電話：0125-28-2800


